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改正著作権法第 35条運用指針（令和 2(2020)年度版）増補版（案） 

学校等における典型的な利用例 

 

 

 

１.授業での利用の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下の例で示した教科名、授業のテーマ、場面は参考例です。いずれの場合も、「引用」（著作権法第３２

条第１項）に該当する場合などは許諾不要、無償で利用できます。また、慣行がある場合は著作者名など

「出所の明示」が必要です。 

学校など教育機関の教員等は、授業の中で他人の著作物を複製し、履修者等に配付するこ

となどについては、著作権者の許諾を得ることなく、無償で行うことができます。また、他

人の著作物を利用して作成した教材を、履修者等の端末に送信したり、オンデマンド型の遠

隔授業で利用したりすることも著作権者の個別許諾なくして行うことができます。この場

合、教育機関の設置者は一括して指定管理団体に補償金を支払うことが必要です。 

ただし、いずれの場合でも、「その必要と認められる限度」の範囲内での利用に限られる

とともに、「当該著作物の種類及び用途並びに当該複製の部数及び当該複製、公衆送信又は

伝達の態様に照らし著作権者の利益を不当に害する」場合には、本制度に基づく利用はでき

ず、著作権者の許諾が必要です。 
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（１）初等中等教育                            

Ａ）許諾不要、無償で著作物を利用できると考えられる例 

 複   製  ＝ ① 

○教員が国語の授業で、作家のエッセイの小部分を黒板に板書する。 

○地球温暖化問題に関する調べ学習の成果をクラスの班別に発表する際に、他の生徒に配付する

ために、発表する生徒が新聞記事や県庁のホームページの環境対策の一部分を、紙にコピーす

る。 

○教員や児童・生徒がクラスの修学旅行のしおりに、旅行先を題材にした歌詞などの著作物を掲

載する。 

○教員が社会科、道徳、学級会などの授業で東京オリンピック・パラリンピックの施設の特徴を

題材として取り上げる際、それらを教室のディスプレイで紹介するために、関係する新聞記事

と写真をプレゼンテーションソフトのファイルにコピーする。 

○教員が社会科、理科、道徳などの授業で防災教育を行う際、大災害の被災者の証言を聞いて考

えさせるために、それを報道したテレビ番組のうち授業に関係がある一部分を録画する。 

○教員が授業参観や研究授業で地元の町おこしに関する複数の新聞記事を利用して教材を作成

し、紙にコピーして生徒だけでなく、参観の保護者や教員にも配付する。 

○美術の授業でデザインやレイアウトの工夫について学習するために、出版物に掲載された一部

の写真やイラストを利用して教員が作成した教材を、授業担当教員が学校の事務職員に依頼し

て生徒の人数分、紙にコピーしてもらう。 

○教育センターが主催する教員研修（高等学校「理科（地学）」）で、指導主事が「大気の組成」

の指導法を解説するため、気象に関する出版物から天気図の作成方法や読み方に関する部分を

参加した教員のために紙にコピーする。 

  

 公衆送信   ＝ ② 

○教員がＡ校の教室と、Ｂ校の教室とをインターネット回線で結び、国語の授業を同時中継で行

う際、送り手の教室で黒板に板書して見せている小説の小部分を、受け手の教室に設置したデ

ィスプレイに送信する。 

○海外の姉妹校との間でインターネットを通じた同時遠隔授業を行う際、日本について紹介する

ため、日本側の教室の履修者等が日本の風景写真や画像を送信する。 

○病気で欠席中の生徒が自宅で学習するために、教室での授業の様子をインターネットを通じ

て自宅のＰＣに同時中継する際に、教室で配付した教材を送信する。 

 

 

 公の伝達  ＝ ② 

○教員が授業に関連する動画共有サイトの動画を、教室に設置されたディスプレイなどで生徒に

見せる。 
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Ｂ）補償金を支払えば、許諾不要で利用できると考えられる例 

※動画共有サイト等にアップロードする場合は、視聴可能な人を授業を受ける児童・生徒らに

限定する。 

 公衆送信   ＝ ③ 

〇教員が絵本の「小部分」を読み聞かせる動画を、動画共有サイトにアップロードする。 

〇教員が教科書の一部を掲げたり読み上げたり、教科書の一部をパワーポイントに埋め込むなど

した児童向けの授業動画を、クラウドサーバーや動画共有サイトにアップロードする。 

〇ダンスの授業で、教員が生徒の参考にさせるため、ヒット曲の小部分に合わせて踊る動画をク

ラウドサーバーにアップロードする。 

○教員が市販の図鑑から複数の図版を抜き出してプレゼンテーションソフトにまとめ、対面での

授業中にクラウドサーバーを通じて対面している児童のタブレット端末に送信する。 

○教員が英語の教科書に掲載されているスキット（寸劇）を、生徒に予習させるためにクラウド

サーバーにアップロードする。 

○教員が反転授業のための予習（事前学習）の資料として、教科書の小部分や、教科書に掲載さ

れた絵画、写真などをクラウドサーバーにアップロードする。 

○教員が主権者教育の授業のため、全国各地での取り組みを紹介した複数の新聞記事をプレゼン

テーションソフトにまとめてクラウドサーバーにアップロードする。 

○教員が修学旅行で訪ねる寺社の説明を社会科の教科書から抜き出し、生徒が修学旅行中の必要

なときに個人のスマホから参照できるようにするため、クラウドサーバーにアップロードする。 

○離島の学校、院内学級、不登校の児童・生徒のための適応指導教室などで学習する児童・生徒

が、オンデマンドで学習できるよう、教員が教科書や小説などの著作物の小部分を用いた教材

をクラウドサーバーにアップロードする。 

○教員が新聞記事などを使って学校内のスタジオですでに行われた授業の映像を、離島の学校の

児童・生徒の学習のため、クラウドサーバーにアップロードする。 

 

 

Ｃ）必要と認められる限度を超えるため、著作権者の許諾が必要だと考えられる例 

 複 製   ＝ ④ 

〇日本史の授業で生徒に配付するため、教員が当該授業とは関係のない新書の小部分を紙にコピ

ーする。 

 

 公衆送信  ＝ ⑤ 

○英文の文学作品を和訳する授業で、教員が生徒に読解させる文章以外のページもスキャンし

て、クラウドサーバーにアップロードする。 

○教員が国語の授業で複数の掌編小説、短篇小説を授業の都度、あるいは自宅学習用にスキャン

して電子ファイルにしてクラウドサーバーにアップロードし、授業と関係ない多数の小説をア

ップロードする。 
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Ｄ）著作権者の利益を不当に害する可能性が高いため、著作権者の許諾が必要だと考えら

れる例 

※【 】内は許諾が必要だと考えられる理由。利用者の参考のために、具体的な個所に下線を引き

ました。 

 複 製   ＝ ④ 

○教員が日本各地の祭りを撮影した写真集の中から写真を数十枚選んで紙にカラーコピーして

簡易製本し、社会科の授業で複数年にわたって使える教材にする。【種類】【態様】 

○教員が算数の市販のドリルを児童には購入させず、学校で購入した１冊の中から授業の都度、

児童に配付するために問題を紙にコピーする。【種類】【用途】 

○教員が国語の授業で特定の小説の小部分を授業の都度、生徒に配付するために紙にコピーした

結果、学期末には小説のほぼ全部をコピーする。【態様】 

 

 公衆送信  ＝ ⑤ 

〇幼稚園の教員が、絵本の全てのページを読み聞かせた動画をいつでも何度でも園児が見られる

状態で動画共有サイトにアップロードする（視聴は授業を受ける幼児に限定）。【態様】 

○教員が同一の画集の中から数十作品を選んでスキャンして電子ファイルにしてクラウドサー

バーにアップロードし、美術の授業で生徒に個々に配備されたタブレットに送信する。【態様】 

○教員が市販の漢字ドリルを児童には購入させず、学校で購入した１冊の全てのページをスキャ

ンして、児童に宿題として複数回に分けてメールで送信する。【種類】【用途】 

○教員が火山の噴火の起きる仕組みについてイラストで解説した著作物の小部分を、授業の都度、

スキャンして生徒に予習の教材として複数回、電子ファイルでメール送信し、その結果、その

出版物の大部分を送信する。【態様】 

 

注１）当該著作物を履修者全員分、購入して利用することが適切な例も含まれます。 

注２）既に絶版となっているなど、入手することが困難な出版物に掲載されている著作物を利用

する場合の取扱いについては、今後の検討とします。 
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（２）高等教育                              

Ａ）許諾不要、無償で著作物を利用できると考えられる例 

 複  製   ＝ ① 

○英国のＥＵ離脱が国際社会に与える影響について議論するため、教員等が新聞各紙の社説や解

説記事を受講生に配付するために紙にコピーする。 

○教員が社会心理学の授業で受講生に配付するため、学協会が発行・発売する学協会誌のある号

に掲載された１０本の小論文の中から１つの関連論文を紙にコピーする。 

○教員が建築史の講義で、インターネットに掲載された世界各地の建築物の写真を受講生に見せ

るため、プレゼンテーションソフトのファイルにコピーする。 

○教員が、東京大空襲の体験者の証言を集めたドキュメンタリー番組を、教室のディスプレイで

受講生に視聴させるためにその一部を録画する。 

○教員が、大学の教室で行う無料の公開講座での受講生用の資料として、郷土史家が地域の歴史

を書いた出版物の小部分を紙にコピーする。 

○受講生が美術の実習で技術を身につけるために、教室に飾られた実物の絵画を模写する。 

○受講生がゼミ合宿で教員とゼミ生に上映するため、公的年金について取り上げた新聞記事をス

キャンしてプレゼンテーションソフトのファイルにコピーする。 

○日本史を担当する教員が、事務職員に依頼して、研究書の小部分を使った教材を受講生の人数

分、紙にコピーしてもらう。 

 

 公衆送信  ＝ ② 

○教員がＡ大学で行う政治学の対面での講義で、選挙制度を解説した新聞記事を利用した教材を

受講生に配付し、その教材が映った講義の映像を同時にＢ大学の教室で受講生がディスプレイ

や個々の端末で視聴できるように同時中継する。（受講生の自宅の端末に講義映像を同時中継

する場合も含む） 

○Ａ大学とＢ大学の教室をインターネット回線で結び、両大学の受講生がデフレ対策について討

論する際に、一方の教室で上映した評論家による経済誌での解説記事を、他方の教室に同時送

信する。 

○フィールドワークのため遠隔地に滞在する受講生が、必修の科目をＰＣやスマホで受講でき

るようにするため、教室での授業の様子をインターネットを通じて同時中継するとともに、

教室で配付した教材を送信する。 

 

 公の伝達  ＝ ② 

○教員が授業に関連する動画共有サイトの動画を、教室に設置されたディスプレイなどで受講生

に見せる。 
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Ｂ）補償金を支払えば、許諾不要で利用できると考えられる例 

 公衆送信  ＝ ③ 

○現代文学論の授業を担当する教員が、長編小説の小部分をスキャンして、受講生に限定してＬ

МＳ（Learning Management System）にアップロードする。 

○教員が生命倫理に関する各新聞社の社説を受講生に比較・分析させるため、ＬМＳに社説をア

ップロードする。 

○教員が多変量解析の手法を受講生に事前・事後に学習させるため、教科書や参考書の小部分を

ＬМＳにアップロードする。 

○教員が化学実験を受講生に行わせるため、実験マニュアルや参考書の小部分をＬМＳにアップ

ロードする。 

〇教員が国際経済学の授業で、新型コロナウイルスの感染拡大が国際経済に与える影響を受講生

に分析させるため、テレビの特集番組の小部分をＬМＳにアップロードする。 

○教員が現代日本文学の授業で、「文字での表現」と「映像での表現」とを受講生に比較させるた

め、小説の小部分と、該当する映画の場面の映像をＬМＳにアップロードする。 

○教員が音楽と現代社会のかかわりについて受講生に考察させるため、複数の楽曲の小部分をＬ

МＳにアップロードする。 

○教員が音楽の演奏・作曲に関する講義で、楽譜の一部が映った講義を撮影して受講生に限定し

てＬМＳにアップロードする。 

○教員が大学のスタジオ（受講生は不在）で教育に関する出版物の小部分を教材とした講義を撮

影し、受講生に限定してＬМＳにアップロードする。 

○教員が裁判員制度に関する授業で、講義で対面する学生のタブレットに、過去の判決を解説し

た新聞記事を、クラウドサーバーを経由して送信する（学生から教員と他の学生に送信する場

合も同じ）。 

○マーケティングの講義を担当する教員が、統計学に関する出版物の小部分を利用して教材を作

成し、事務職員に依頼して、受講生に限定してＬМＳにアップロードしてもらう。 

 

Ｃ）必要と認められる限度を超えるため、著作権者の許諾が必要だと考えられる例 

 複  製  ＝ ④ 

 〇心理学の授業で配付するため、教員が出版物を、受講生が行う授業外学習に要しないと認めら

れる分量まで紙にコピーする。 

 

 公衆送信  ＝ ⑤ 

○教員が社会学の授業で、ある論文の中から１つの図表しか使わないのに、論文の全体をスキ

ャンしてＬМＳにアップロードする。 
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Ｄ）著作権者の利益を不当に害する可能性が高いため、著作権者の許諾が必要だと考えら

れる例 

 ※【 】内は許諾が必要だと考えられる理由。利用者の参考のために、具体的な個所に下線を引

きました。 

 複  製  ＝ ④ 

○教員が、法学を学ぶ受講生に配付するため、市販の法律雑誌に掲載された記事のうち、雑誌

の大部分にあたるような数の記事を紙にコピーする。【態様】 

○教員が児童文学の授業で、絵本の全てのページを紙にコピーする。【態様】 

○教員が日本文学専攻のゼミで、文章の構成を学ぶために必要だとして、月刊誌に掲載された

文学賞の受賞作品の全文を、受講生に配付するために紙にコピーする。【態様】 

○マクロ経済学に関する授業で、事前学習用として各回の講義で扱うテーマに関する章（現在

市販されている入門書の小部分）を講義の都度紙にコピーして受講生に配付し、結果的にそ

の入門書の大部分をコピーする。【態様】 

 

 公衆送信  ＝ ⑤ 

○教員が自分のゼミの受講生の参考にするため、現在市販されている商業誌の大部分を占める

ような論文の全文をスキャンして、大学のＬМＳにアップロードする。【態様】 

○教員が経営学の授業で、簿記の市販の問題集を、受講生が買わなくても済むようにと大部分

のページをＰＤＦ化し、ＳＮＳを介してその授業の受講生全員に送信する｡【種類】【態様】 

○教員が政治過程論の講義で、事前学習用に政治学者による入門書の一部分を毎回の講義でス

キャンしてＬМＳにアップロードし、結果的にその入門書の大部分をアップロードする。

【態様】 

注１）当該著作物を履修者全員分、購入して利用することが適切な例も含まれます。 

注２）既に絶版となっているなど、入手することが困難な出版物に掲載されている著作物を利用

する場合の取扱いについては、今後の検討とします。 

 

（３）社会教育施設 

Ａ）許諾不要、無償で著作物を利用できると考えられる例 

 複  製   ＝ ① 

○博物館、美術館等における解説講座や、公民館での講座で受講者に配付するため、講座を担当

する学芸員や講師が資料として出版物の小部分を紙にコピーする。 

○博物館、美術館等での解説講座で受講者に解説するため、講座を担当する学芸員がプレゼンテ

ーションソフトに出版物や新聞記事等の小部分を保存する。 

 

 公の伝達  ＝ ② 

○博物館、美術館等でのミニレクチャー、ミニトークで受講者に解説するため、講座を担当する学

芸員がタブレット端末で動画共有サイトの動画を見せる。 
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２. 授業以外での利用の例（要許諾） 

 

学校その他の教育機関で、他人の著作物を「授業以外」で利用する場合は、権利者の許諾を得

ることが必要です。 

 

 複製、公衆送信   ＝ ⑥、⑦ 

■著作権者の許諾が必要な例 

Ａ）「学校その他の教育機関」 

＜初等中等教育＞ 

○教職員が、自校を取り上げた雑誌記事をスキャンして学校のホームページにアップロードする。 

○教員が大災害についての新聞記事を示して行った授業を撮影し、その動画を学校のホームペー

ジや動画共有サイトで誰でも見られるようにアップロードする。 

○教職員が、入学希望者に向けた学校紹介の動画のＢＧМとしてヒット中の曲を学校のホームペ

ージにアップロードする。 

 ○教職員が、保護者に紙で配付する「学校だより」に第三者の著作物を掲載する。 

＜高等教育＞ 

○大学の教職員が、新聞に掲載された自校を紹介する記事を複製して、大学の広報誌に掲載する。 

○大学の軽音楽部で、市販の楽譜の全部をスキャンしてタブレットで閲覧できるファイルを作成

したり、紙にコピーしたりして部員全員に配付する。 

○大学のホームページに、高校生に人気の曲を含む入学希望者向けの大学紹介動画をアップロー

ドする。 

○大学の運動系サークルの活動で、新入生に見せるために競技の入門書を紙にコピーしたり、ス

キャンしてＳＮＳに投稿したりする。 

○学生サークルが自主的なボランティア活動（単位認定されないもの）に参加する際、参加者に

見せるために、その活動を主催するＮＰО団体を紹介した雑誌記事をスマホで撮影してＳＮＳ

に投稿する。 

 

Ｂ）「学校その他の教育機関」以外 

○教育委員会の事務局の指導主事が、図鑑などから写真やイラストなどを使用して小学生向けの

理科の教材を作成し、管内の教育機関や教員が自由に使えるよう、紙にコピーしたり、電子フ

ァイルで送信したりする。 

〇教育委員会の事務局の指導主事が、教科書を利用して授業動画を作成し、動画共有サイトの教

育委員会のチャンネルにアップロードする（視聴可能な人の限定の有無を問わない）。 

 

※「学校等における典型的な利用例」は、運用指針の定期的な見直しにあわせて追加、修正しま

す。 


